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必要なモノ・コトを 必要な時に、必要な人、場所へ
これからも社会から必要とされる企業グループへ



事業を通じて社会課題の解決を図り新たな価値を創造する

Sustainable Solution Provider

これからも社会から必要とされる企業グループ

ESGのモノサシ

Environment
環 境

Society
社 会

Governance
ガバナンス



経営の高度化
創出価値の拡大

NYKグループの「ESG経営」とは？
経営の高度化
創出価値の拡大

収益最大化

既存のモノサシ

• 経済性
• 規模
• マーケット

ESG経営

ガバナンス
ESG経営を加速させる

新しいモノサシ

持続可能な社会・環境
• 地球環境
• 地域社会
• 働きがい
• ステークホルダー



Sustainable
Solution Provider

ESG経営のアプローチ

これからも社会から必要とされる企業グループ

お客様・パートナーから選ばれる存在 / 従業員の満足度向上

ESGの
モノサシを持つ

経営資源を投入
〈ヒト・モノ・カネ・データ〉

新たな価値創造

既存事業を差別化 事業領域を拡大 社会・環境課題への
貢献



Sustainable Solution
Providerへの道筋

これからのNYKグループを創る
新たな価値創造の取り組み1
新たな価値創造を推進する
人・組織の強化2

ESG経営を支える
経営基盤の強化3



これからのNYKグループを創る

新たな価値創造の取り組み1.
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NYKグループが創出する、これからの価値

物流を止めない

環境負荷低減

ステークホルダーとの協創

ビジネスの進化

誰一人
取り残さない

気候変動
対策

クリーンな
エネルギー

働きがい
質の高い
教育

グローバル・
パートナーシップ

産業と
技術革新

物流領域の拡大・高度化

効率的な運航

パートナーの協力・育成

新ビジネスの開拓

既存領域・新領域のテーマで取り組む

収益最大化 持続可能な社会・環境
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NYKグループが創出する、これからの価値

• 船舶・運航データの環境整備
• 船舶・運航情報のアプリケーションの

開発

• デジタルツイン、自動化の研究・
実用化

• 再生可能エネルギーへの
直接的・間接的新規ビジネスの発掘

中
期
経
営
計
画

燃料転換 技術革新運航技術向上

Digitalization   and Green
データ分析

アプリケーション開発
サプライチェーン
全体の効率化 グリーンビジネス

収益最大化 持続可能な社会・環境

重点テーマ

安 全 運 航

既 存 領 域

1 2 3 4GHG
排出量削減

エネルギー
分野への挑戦

社会課題への
貢献

新 領 域
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人が安全をつくり、安全が人と海を守る
価値が人の手で生み出されるものならば、
安全こそ価値創造の土台と考える

安全運航
最優先すべき社会的責任

1-1
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培ってきた体制

海難事故の頻発

OCIMFがSIREおよび検査項目の標準化VIQ導入
⇒業界内で安全情報の共有が始まる

‘93
安全推進本部の設立‘92

ダイヤモンド・グレース原油流出事故‘97
独自の品質保証規格「NAV9000」を導入‘98
国際安全管理コード開始
⇒安全運航ルールの厳正化

‘98

安全管理分野でISO9002取得‘98

傭船含めたISO14001取得‘02
管理会社/管理手法を自己評価するTMSAの導入
⇒ バリューチェーン全体のガバナンス強化へ

‘04

インハウス船舶管理会社の安全管理システムを統合‘11
船舶管理統合システムNiBiKi導入
本船・管理会社間でのデータ共有

‘18

安全・環境対策推進委員会（SEMC）の設立‘01

推進体制
安全・環境対策推進委員会

委員長：社長

安全対策推進本部 環境対策推進本部

安全対策運営委員会 環境対策運営委員会

N-MEC 技術委員会
船員教育・訓練および育成を司る委員会

地域別 SEMC
• East Asia
• South Asia
• Europe
• North America

船種別委員会
コンテナ船・自動車船
エネルギー船・リキッド
ドライバルク・客船

地域別 ＆下部 組織

タスク別委員会
燃費節減対策委員会 など
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安全運航により、船員の命と環境を守る

船員の命を守る

安全運航
環境負荷低減

海洋生態系保全

船員・船の
安全確保 事故ゼロ 油流出

ゼロ

人が安全をつくり、安全が人を守り育てる
「人と船」の安全レベルの向上〈ルール・仕組み・推進活動〉Initiative. 1

安全を生む「能力」の向上〈人とデジタルの融合〉Initiative. 2

[海運のインシデントの原因]

手順不遵守 経験不足 教育・訓練不足 不適切な指示 コミュニケーションエラー
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「人と船」の安全レベルの向上
安 全 運 航1-1 Initiative. 1

「安全」の実践・理解のアップデート

NAV9000

安全運航と環境保護を目的とした
NYK独自・約1,500項目の

チェックリスト

自社船・傭船含む全運航船
約750隻が対象

年間250隻・約30社の
安全アセスメントを実施

外部事象
事故対策および法令・協定・
業界スタンダート変更など

本船安全アセスメント・
改善要望

対話による
理解・行動定着の促進

 海域や運航の近況共有
 課題や改善点の指摘
 運航やマネジメントに関する
アドバイス

お客様

要望

報告

NAV9000

見
直
し

更
新

INPUT

是正計画書の提出
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自営商船大学NTMA（フィリピン）
NYK-TDG Maritime Academy
創設以来10年以上の経験で培った
教育カリキュラムで、
高い安全意識とロイヤリティを
醸成

出身学歴や国籍を問わず、
全海上職に統一した安全文化
を形成
独自開発の教育ソフト「STARS」、OJT、
シミュレータにより
実践に近い高度な安全訓練
を経験

• 安全推進キャンペーン
• ニアミス3000（DEVIL Hunting!)
• CALM SEA
• Seamanship Calendar
• NYK AWARE など

「人と船」の安全レベルの向上
安 全 運 航1-1 Initiative. 1

船員教育・推進活動

入社

NYKマリタイムカレッジ

安全推進活動

三等航海士・機関士 船長・機関長…………………

安全DNAのインストール
安全の実践・定着

安全DNAの早期形成と行動の定着

14

昇級する毎に必要な能力を
追加取得する
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安全を生む「能力」の向上
安 全 運 航

Initiative. 2

運航・燃費・
海洋データの共有

約200隻に導入済み

SIMS
運航状況や燃費データを計測

天候データ活用で
効率的なルートを算出NYK/

船舶管理会社 船 舶

ビックデータ活用による危険の回避

SIMS Ship Information Management System

LiVE for 
Shipmanager
各種運航データを一つに纏め、
安全運航のための危険予測や
燃費の削減に活用できるデータに
加工するアプリケーション

15
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異常検知
プログラム
AIにより本船機関プラントの
異常を検知

Expert判断

DQMS
Data Quality Management System
取得データの欠損率や遅延率など
を監視
データの品質を一定に保つ

”LiVE for Shipmanager”
を用いて、AIの異常検知結果を
専門家の目で診断分析

データの解析

“Expert in
the Loop”

船舶、管理会社へ

今後は自律運航船の
コントロール情報発信
へと発展予定(RCC)解析データ

データの精度監視

安全を生む「能力」の向上
安 全 運 航

Initiative. 2

より高いレベルの安全へ

異常検知プログラムの結果をもとに、
専門知識を持った海技者が
正誤・重大度を見極め、

お客様への説明も含め対応をする

Remote Diagnostic Center（フィリピン・マニラ）

16
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SIMSデータと組み合わせたより高度な解析を目指す

• 運航業務の質を高め、事故や環境汚染リスク低減
• データ解析の精度アップ
• 今後の船員教育・訓練に活用

効 果

1-1 安全を生む「能力」の向上
安 全 運 航

Initiative. 2

業務共通プラットフォームによる人的負荷の軽減

NiBiKi

有人自律船研究を安全運航の意思決定に活用
APExS Action Planning and Execution System

陸上（RCC:Remote Control Center）からの
有人自律船運航の実現を目指す

自動記録による
正確なデータ蓄積

データ共有で
作業負担の軽減

30年分の
操船データ

経験に基づく
アルゴリズム

• 自動避航機能による事故低減
• 陸上からの支援による効率運航
• 緊急時における遠隔操作

進行中の研究
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GHG排出量削減と事業戦略の両立
この今すぐ取り組むべき課題に、
自助努力のみならず、サプライチェーン全体を見据え
お客様・パートナーと共に取り組んでいく

GHG排出量削減
事業継続のための必須課題

1-2



GHG排出量削減は事業継続の必須条件

京都議定書採択

エネルギー効率関連条約（EEDIおよびSEEMP）発効

パリ協定採択

国際海事機関(IMO)
“GHG削減戦略”

菅首相 所信表明
「2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロ」

カーボン
ニュートラル

CO2
SOx

NOx
バラスト水

シップ
リサイクル

再生可能
エネルギー

環境保全意識の高まり
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単位輸送当たり平均燃費 2008年比…

今世紀中早期にGHGゼロ排出

IMOのGHG削減目標

min▲40%2030

min▲70%2050
▲50%

総排出量
min



環境保全意識の高まり

NYKグループのGHG排出削減目標【SBT認定取得済】

2015年度 2030年度 2050年度

▲30% ▲50%GHG排出量
（原単位）

輸送量×輸送距離

GHG排出量 様々なお客様、パートナーと共に取り組み

環境負荷の低いバリューチェーン
で競争優位性を獲得する
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1 燃料転換

船舶（ハード）の改善

お客様との協業

2

3

4

5

6

運航（ソフト）の改善

デジタライゼーション

新技術調査（CCS,CCUS)

効率化
・最適化
を追求する

* 3運航（ソフトの改善）、6新技術調査（CCS,CCUS）の詳細はブックレットをご覧ください

目標達成のプロセス

2030年度

▲30%
2050年度

▲50%

2030年度

▲30%

GHG排出
そのもの

を無くす
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1-2 燃料転換
G H G 排 出 量 削 減
1

2050年目標達成に向けゼロエミッション船の早期投入を目指す

Oil-based Fuel

LNG Fuel

Zero Emissions

Theoretical GHG Emissions (vs 2020)

2050

: ゼロエミッションへの転換

:  LNG燃料への転換

⊳NTMAでの船員育成

LNG燃料船の
船員の育成

⊳代替エネルギー研究

ゼロエミッション船の
研究開発

STEP 1

STEP 2

（例）長距離自動車船における、2034年にゼロエミッション船が竣工した場合のポートフォリオイメージ
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1-2 船舶（ハード）の改善
G H G 排 出 量 削 減
2

運航計画の最適化
デジタルツイン・AIアナリティクス

NYK SUPER ECO SHIP
2050 軽量化 ＆ 安定性

最適形状と新素材
ポンツーン
ジャイロ
スタビライザー

水素燃料電池＆
廃熱回収
太陽光パネル

推進効率 代替燃料装置
推進力：
Flapping Foil
摩擦低減：
空気循環システム
船体清掃ロボット

Hardware
Innovation

Software
Innovation
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